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T4 T 1 — 15

WB 1:500-1:2000,IHC 1:1000-1:5000,IP 1:20-1:50

Calculated MW:147 kDa; Observed MW:180-240 kDa

CD45

LCA; LY5; B220; CD45; L-CA; T200; CD45R; GP180
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、タンパク質チロシンホスファターゼ（PTP）ファミリーのメンバーです。PTPは、細胞増殖、分化、有糸分裂、がん化など、様々な細胞プロセスを制御するシグナル伝達分子として知られています。このPTPは、細胞外ドメイン、単一の膜貫通セグメント、そして2つのタンデムな細胞質内触媒ドメインを含み、受容体型PTPに分類されます。このPTPは、T細胞およびB細胞の抗原受容体シグナル伝達の重要な調節因子であることが示されています。抗原受容体複合体の構成要素との直接的な相互作用、または抗原受容体シグナル伝達に必要な様々なSrcファミリーキナーゼの活性化を介して機能します。また、このPTPはJAKキナーゼを抑制するため、サイトカイン受容体シグナル伝達の調節因子としても機能します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写産物バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2012年6月]
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	CD45 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した Jurkat 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

